
頁 行・図・式 誤 正

21 下から8行

インピーダンス線路の送受電力 直列インピーダンス線路の送受電力

式(5.29)
式(5.32)

式(5.30)

下から8行

下から7行

式(5.31)
式(5.33)

下から2行

式(5.34)

式(5.35)

式(5.36)

式(5.37)

式(5.38)

図5.8

図5.9

式(5.39)

式(5.40)
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図5.7

35

36

37

導体半径は 𝑅′ = 2𝑅 となる。 導体半径は 𝛾′ = 2𝛾 となる。

𝑃 + 𝑗𝑄 𝑃1 + 𝑗𝑄1

𝑃′ = 𝑗𝑄′ 𝑃2 = 𝑗𝑄2

𝑃 =

𝑃max =

𝑄 = 𝑄1 =

𝑃が最大となるのは 𝑑𝑃/𝑑𝛿12 = 0， 𝑃1が最大となるのは 𝑑𝑃1 /𝑑𝛿12 = 0，

最大値 𝑃1maxは最大値は

𝑃1max =

𝑃1 =

𝑃 の最大値はつぎのようになる。 𝑃1の最大値はつぎのようになる。

𝑃′ = 𝑃2 =

𝑄′ = 𝑄2 =

𝑃 =

𝑄 = 𝑄1 =

𝑃1 =

𝑃 − 𝐴 2 + 𝑄 − 𝐵 2 = 𝐶2 𝑃1 − 𝐴 2 + 𝑄1 − 𝐵 2 = 𝐶2

x 軸 ： 𝑃
y軸 ： 𝑄

x 軸 ： 𝑃1
y軸 ：𝑄1

𝑃 = 𝑃2 =

𝑄 = 𝑄2 =

正



頁 行・図・式 誤 正
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38 図5.11(a)

49 下から7行 1回線に三相短絡故障が発生し， 1回線に地絡故障が発生し，

79 下から6行

下から3行

下から1行

89 下から7行 三相が同一の… 故障点Fにおいて三相が同一の…

168 表11.1

181 8行目

181 図12.9

⑩
最新の正誤表がコロナ社ホームページにある場合がございます。
下記URLにアクセスして[キーワード検索]に書名を入力して下さい。
https://www.coronasha.co.jp

82

∆ ሶ𝑉𝑎𝑏𝑐 = ∆𝑉𝑎𝑏𝑐 =

ሶ𝑉𝑎， ሶ𝑉𝑏， ሶ𝑉𝑐，
𝑇
の関係は

ሶ𝑉𝑎， ሶ𝑉𝑏， ሶ𝑉𝑐，
𝑇
の関係は，接地イン

ピーダンスを 𝑍𝑔 とすると

ሶ∆𝑉𝑎，∆ ሶ𝑉𝑏，∆ ሶ𝑉𝑐，
𝑇
は端子gとa，b，c間

の電圧降下である。

ሶ∆𝑉𝑎，∆ ሶ𝑉𝑏，∆ ሶ𝑉𝑐，
𝑇
は中性点nと端子a，b，

c間の電圧降下である。

正

バランサ電流 𝑖𝐵がA，B両端子に バランサ電流 𝑖𝐵がa，b両端子に

正

正


